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過
去

の
経

緯


無
効
２
０
１
７
－
８
０
０
０
０
４
第

１
次
審
決

第
１
次
審
決
（
甲
４
７
）
の
概

略


特
許
請

求
の

範
囲

及
び
明

細
書

の
訂

正
を
認

め
る


甲
１
及
び
甲
２
並
び
に
本
件

特
許

出
願

日
当
時

の
周
知

技
術
乃
至
技
術
常
識
に
対

す
る
訂
正
発

明
２
～
４
の
進

歩
性
を
容

認

（
訂
正
発
明

２
に
お
け
る
暴
露

部
内

の
温
度

、
湿

度
、
Ｍ
Ｒ
ガ
ス
濃
度
の
（
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
）
制
御

は
容

易
想

到
で
あ
る
が

、
訂

正
発

明
２
の

「暴
露
部
の
庫
内
差
圧
を

一
定
に
す
る
」
は
陰

圧
で
行
わ
れ

て
い
る
と
の

限
定
解

釈
を
前
提
に
し
て
、
当
該
制

御
を
陰

圧
で
行
う
こ
と
は
容

易
想
到

で
は

な
い
と
判

断
）


訂
正
特

許
請

求
の

範
囲

及
び
訂

正
明

細
書
の

記
載
不

備
を
否
定
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過
去

の
経

緯


第
１
次
審
決
取
消
訴
訟

（
平
成
３
０
年
（
行
ケ
）
第
１
０
０
６
４
号
）

第
１
次
審
決
取

消
訴

訟
判

決
（
甲
２
１
）
の
概

略

第
１
次
審
決
取

消


訂
正
発

明
２
の
「
暴
露

部
の

庫
内
差

圧
を
一

定
に
す
る
」が

陰
圧
で
行
わ
れ
て
い
る

と
の
限
定
解

釈
は

誤
り
（甲

２
１

５
７
頁

下
か

ら
５
行

～
５
８
頁
５
行
）


特
許
庁

に
よ
る
訂

正
発

明
２
～

４
の

進
歩
性

判
断
は

誤
り
（甲

２
１

６
１
頁
６
行
～
６

２
頁
下
か

ら
４
行

）


訂
正
特

許
請

求
の

範
囲

及
び
訂

正
明

細
書
の

記
載
不

備
に
つ
い
て
は
未
判
断
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過
去

の
経

緯


第
１
次
審
決
取
消
訴
訟

（
平
成
３
０
年
（
行
ケ
）
第
１
０
０
６
４
号
）

陰
圧
に
つ
い
て
の

判
示

「
・
・
・
訂
正

発
明

２
の
上

記
技
術

的
意
義

に
照

ら
す
と
，
『
庫
内
差
圧
』
を
陰
圧
の
数

値
範
囲
に
制

御
す
る
必
然

性
は

見
い
だ
し
難

い
。
ま
た
，
本
件
明
細
書
全
体
を
み
て

も
，
『
庫
内

差
圧

』
を
陰

圧
の

数
値
範

囲
に
制
御

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
陽
圧
の
数
値

範
囲
に
制
御

す
る
こ
と
と
比

し
て
有

利
な
効

果
を
生

じ
る
な
ど
の

技
術
的
意
義
が
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
の

記
載

も
示

唆
も
な
い
。
」（
甲
２
１

５
７
頁

１
７
～
２
１
行
）

被
告
は
最

高
裁

に
上

告
等

せ
ず
、
第

１
次

審
決

取
消
訴

訟
判
決
は
確
定
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第
２
次

審
決


無
効
２
０
１
７
－
８
０
０
０
０
４
第

２
次
審
決

第
２
次
審
決
の

概
略


特
許
請

求
の

範
囲

及
び
明

細
書

の
訂

正
を
認

め
る

（
訂
正
発

明
２
：
「暴

露
部
の

庫
内
差

圧
を
陰

圧
で
一
定

に
す
る
」
）


甲
１
及
び
甲
２
並
び
に
本
件

特
許

出
願

日
当
時

の
周
知

技
術
乃
至
技
術
常
識
に
対

す
る
訂
正
発

明
２
～
４
の
進

歩
性
を
容

認

（
訂
正
発
明

２
に
お
け
る
暴
露

部
内

の
温
度
、
湿
度
、
Ｍ
Ｒ
ガ
ス
濃
度
の
（
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
）
制

御
は

容
易

想
到

で
あ
る
が

、
当

該
制

御
を
陰

圧
で
行
う
こ
と
は
容
易
想

到
で
は
な
い
と
判
断
）


訂
正
特

許
請

求
の

範
囲

及
び
訂

正
明

細
書
の

記
載
不

備
を
否
定
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訂
正

発
明


訂
正
発
明

Ｍ
Ｒ
ガ
ス
を
用

い
て
核
酸
を
分

解
す
る
処

理
装

置

訂
正
発
明

は
甲

１
発
明

（Ｄ
Ｎ
Ａ
破

壊
を
も
用

途
と
す
る
）
を
ベ
ー
ス
と
し
た
も
の

（
発
明
者
共

通
）

※
甲
１
の
「
Ｍ
Ｒ
ガ
ス
」
＝
甲
２
の

「
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
ガ
ス
」
＝
訂
正
発
明
２
の
「
バ
イ
オ
ガ

ス
」
（
当
事
者
間
に
争
い
な
し
）

甲
1発

明
か
ら
の
変

更
点


暴
露
部

の
温

度
、
湿

度
及
び

M
R
ガ
ス
濃

度
を
制

御
す
る


暴
露
部

の
Ｍ
Ｒ
ガ
ス
濃
度
に
つ
い
て
は

、
M

R
ガ
ス
の

生
成

量
及
び
排
気
量
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
制
御

に
よ
り
、
一

定
の

範
囲

と
す
る


暴
露
部

の
気

圧
を
陰

圧
（大

気
圧
よ
り
低

い
）で

一
定

の
範

囲
と
す
る
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訂
正

発
明


甲
１
発
明

滅
菌
タ
ン
ク

甲
１
の
図
１
３

甲
１
の
図
１
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訂
正

発
明


訂
正
発
明
２

本
件
特
許
の
図
１

本
件
特
許
の
図
３

次
頁
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訂
正

発
明


訂
正
発
明
２

庫
内

圧
力

セ
ン
サ
１
３
２

（
訂

正
明

細
書

【
０
１
６
４
】
で
は
「庫

内
差

圧
セ
ン
サ

１
３
２
」
と
記
載
）

に
よ
っ
て

暴
露

部
内
外

の
庫
内
差
圧
を
検
出
し
、

暴
露

部
か
ら
の
排
気
量
を
制
御
す
る
。

（
本
件

特
許

の
図
１
５
参
照
）

本
件
特
許
の
図
８



11

取
消

事
由

１


進
歩
性
判
断
の
誤
り

当
事
者
間

に
争

い
の
な
い
点

甲
１
発
明
に
お
い
て
、
滅

菌
タ
ン
ク
（
暴
露

部
に
相

当
）
内
の

温
度
、
湿
度
、

M
R
ガ
ス

濃
度
を
（
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
）
制

御
す
る
こ
と
は

甲
２
及

び
本

件
特
許
出
願
日
当
時
の

周
知
技
術

乃
至

技
術

常
識

か
ら
容

易
想

到
で
あ
っ
た

※
第
２
次
審
決
中
の
下
記
認
定
判
断

「
甲
１
及
び
甲
２
に
接
し
た
当
業
者
は
、
甲

１
発
明
に
お
い
て
・
・
・
甲
２
記
載
の
被
殺
菌
空
間
内
の
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
ガ
ス
濃
度

、
湿
度
、
温
度
を
そ
れ
ぞ
れ
所
定
の
値
に
制
御
し
、
か
つ
、
被
殺
菌
空
間
の
室
圧
を
一
定
に
保
つ
た
め
の
構
成
を
適
用
す
る
動
機
づ

け
が
あ
る
」
（
第
２
次
審
決
４
２
頁
１
６
～
２
０
行
）

「
甲
２
に
相
違
点
１
に
係
る
訂
正
発
明
２
の
構
成
が
開

示
さ
れ
て
い
れ
ば
、
甲

１
発

明
に
甲
２
記
載
の

構
成
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

当
業
者
が
相
違
点
１
に
係
る
訂
正
発
明
２
の
構
成
を
想
到
し
得
た
と
い
え
る
」
（
第
２
次
審
決
４
２
頁

２
３
～
２
５
行
）

に
つ
い
て
当
事
者
間
に
争
い
は
な
い
。
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取
消

事
由

１


進
歩
性
判
断
の
誤
り

争
点

甲
１
発
明
に
お
い
て
、
滅

菌
タ
ン
ク
内
の

温
度

、
湿
度

、
M

R
ガ
ス
濃
度
を
（フ

ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
）
制

御
す
る
に
あ
た
っ
て
、
滅

菌
タ
ン
ク
内

を
陰

圧
と
し
て
訂
正
発
明
２
の
如
く

す
る
こ
と
が
甲

２
及
び
本
件

特
許

出
願

日
当

時
の
周

知
技
術

乃
至
技
術
常
識
か
ら

容
易
想
到

で
あ
っ
た
か
？

被
告
（
審

決
）
：
容
易

想
到
で
は

な
い

原
告
：
容

易
想

到
で
あ
る
（
取
消

事
由
１
）
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取
消

事
由

１


甲
２

ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
ガ
ス
供
給
排
出
装
置



14

取
消

事
由

１

甲
２
の
図
２
の

例

「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ユ
ニ
ッ
ト
５
８
は

、

微
差
圧

検
出

器
５
６
の

検
出

値
に

基
づ
い
て
、

給
気
量

調
整

電
磁

弁
６
２
、
送

風
機
６
６
、

排
気
量

調
整

電
磁

弁
７
４
及

び
送

風
機
８
２

等
の
制

御
を
行

う
。
」

（
甲
２
の
１
５
頁

６
～
８
行
）

「
室
内
と
室
外
の

圧
力
差
を
検
出
す

る
微
差
圧
検
出

器
５
６
」
（
甲
２
の
１

４
頁
１
１
行
）

図
２
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甲
２
の
図
２
の

例


甲
２
の

１
６
頁
９
～
１
７
行

排
気
過
多

に
よ
り
室
内

外
の
圧

力
差
が

１
０
Ｐ
ａ
以
下

と
な
る
と
、
給
気
量
調
整
電
磁

弁
６
２
を
開

け
て
送

風
機
６
６
を
運

転
す
る
。


甲
２
の

１
６
頁
１
８
～
２
６
行

排
気
過
少

に
よ
り
室
内

外
の
圧

力
差
が

２
０
Ｐ
ａ
以
上

に
な
る
と
、
排
気
量
調
整
電

磁
弁
７
４
を
開

け
て
送
風
機

８
２
を
運

転
す
る
。

室
内
か
ら
の

M
R
ガ
ス
の
排

気
量
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
制

御
す
る
こ
と
は
甲
２
に
開
示

さ
れ
て
い
る
。
但

し
、
甲

２
の
図

２
の
例

で
は

、
室

内
は

陽
圧
に
維
持
さ
れ
て
い
る

（
甲
２

１
５
頁
下

か
ら
４
行

～
１
６
頁

３
行
）
。

取
消

事
由

１
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
争
点
に
つ
い
て
の
第

２
次
審
決
の
認
定
判
断

甲
２
に
は
、
「
暴
露

部
の

庫
内

差
圧
を
陰

圧
で
一

定
に
す
る
」点

の
開
示
が
な
い
か

ら
、
甲
１
発

明
に
甲

２
に
記
載

の
構

成
を
適

用
し
て
も
、
当

業
者
は
、
訂
正
発
明
２
の

構
成
を
想
到

し
得
な
い
（
第
２
次
審
決

４
６
頁

１
５
～

１
９
行
）

第
２
次
審

決
に
お
け
る
上

記
認

定
判
断

は
、
以

下
の

①
～
⑤
の
理
由
か
ら
、
明
ら

か
に
誤
り
で
あ
る

取
消

事
由

１
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
争
点
に
関
す
る
第
２
次
審
決
の
認
定
判
断
の
誤
り

①
訂
正
発

明
２
に
お
い
て
「暴

露
部
の

庫
内
差

圧
を
陰

圧
で
一
定

に
す
る
」
こ
と
に
格

別
の
技

術
的

意
義

は
存

在
し
な
い


訂
正
発
明

の
技
術
的
意
義
は
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
制
御
に
よ
り
暴
露
部
の
温
度
、
湿
度
、
Ｍ
Ｒ

ガ
ス
濃

度
の
定
量
的
制
御
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
短
時
間
で
高
効
能
を
発
揮
す
る
条
件
を
定
義

す
る
こ
と
（
訂
正
明
細
書
【
０
０
２
１
】
参
照
）
に
あ
り
、
暴
露
部
の
庫
内
差
圧
を
陰
圧
で
一
定
に

す
る
こ
と
で
は
な
い
。


訂
正
明
細

書
（
甲
７
７
参
照
）
に
は
、
暴
露
部
を
陽
圧
と
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
暴
露
部
を
陰
圧

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
何
ら
か
の
顕
著
な
効
果
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
示
す
記
載
は
存
在
し
な
い
。


訂
正
発
明

２
に
お
い
て
「
暴
露

部
の
庫
内
差
圧
を
陰
圧
で
一
定
に
す
る
」
こ
と
に
格
別
の
技
術

的
意
義
は

存
在
し
な
い
（
本
ス
ラ
イ
ド
５
頁
の
第
１
次
審
決
取
消
訴
訟
判
決
判
示
事
項
参
照
）
。


し
て
み
る
と
、
暴
露
部
を
陽
圧
と
す
る
か
陰
圧
と
す
る
か
は
単
な
る
設

計
事
項
に
過
ぎ
な
い
。


し
た
が
っ
て
、
甲
１
発
明
に
甲

２
記
載
の
温
度
、
湿
度
、

M
R
ガ
ス
濃
度

の
（
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
）

制
御
を
組

み
合
わ
せ
る
あ
た
り
、
滅
菌
タ
ン
ク
の
庫
内
差
圧
を
陰
圧
で
一
定
に
す
る
こ
と
は
当

業
者
が
適
宜
な
し
得
る
事
項
に
過
ぎ
な
い
。

取
消

事
由

１
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
争
点
に
関
す
る
第
２
次
審
決
の
認
定
判
断
の
誤
り

②
仮
に
、
暴
露
部

の
庫

内
差

圧
を
陰

圧
で
一
定

に
す
る
目

的
が
、
Ｍ
Ｒ
ガ
ス
の
暴
露

部
外
へ

の
漏

洩
防

止
の

た
め
で
あ
れ

ば
、
そ
の

よ
う
な
目

的
の
た
め
に
処
理
室
内

を
陰
圧
に
制

御
す
る
こ
と
は

周
知

で
あ
る
か

ら
、
訂
正

発
明
２
に
お
い
て
暴
露
部
の

庫
内
差

圧
を
陰

圧
で
一
定

に
す
る
こ
と
は

容
易

想
到
で
あ
る


Ｍ
Ｒ
ガ
ス
は
人
体
に
有
害
な
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
（
甲
８
１
参
照
）
を
含
む
も
の
と
さ
れ
て
い
る

の
で
、
Ｍ
Ｒ
ガ
ス
の
暴
露
部
外
へ
の
漏
洩
を
防
止
す
る
動
機
は
一
応
あ
り
得
る
の
か
も
し
れ

な
い
。


し
か
し
、
処
理
室
内
に
存
在
す
る
人
体
に
有
害
な
物
質
が
室
内
か
ら
室
外
へ
漏
洩
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
、
室
内
を
室
外
に
対
し
て
陰
圧
に
制
御
す
る
こ
と
は
周
知
（
例
え
ば
、
甲
２
３
及

び
甲
８
２
～
甲
８
４
）
。


し
て
み
る
と
、
暴
露
部
内
か
ら
暴
露
部
外
へ
の
Ｍ
Ｒ
ガ
ス
の
漏
洩
防
止
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
訂
正
発
明
２
で
は
暴

露
部
の
庫
内
差
圧
を
陰
圧
で
一
定
に
し
て
い
る
と
仮
定
し
て
も
、

そ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
は
周
知
技
術
に
基
づ
い
て
容
易
想
到
で
あ
る
。

取
消

事
由

１



19


争
点
に
関
す
る
第
２
次
審
決
の
認
定
判
断
の
誤
り

③
Ｍ
Ｒ
ガ
ス
等
を
処
理
室

内
で
使

用
す
る
に
あ
た
り
、
処

理
室

内
の
圧
力
を
処
理
室
外

の
圧
力

に
対

し
て
陰
圧

し
た
状

態
で
使

用
す
る
場

合
が

あ
る
こ
と
は
技
術
常
識
で
あ

る
か
ら
、
暴
露

部
の

庫
内

差
圧

を
陰

圧
で
一
定

に
す
る
こ
と
は
、
当
該
技
術
常
識
を

踏
ま
え
、
当
業

者
が

適
宜

な
し
得

る
事
項

に
過

ぎ
な
い


Ｍ
Ｒ
ガ
ス
等
を
処
理
室
内
で
使
用
す
る
に
あ
た
り
、
処
理
室
内
の
圧
力
を
処
理
室
外
の
圧
力

に
対
し
て
陰
圧
と
し
た
状
態
で
使
用
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
は
本
件
特

許
出
願
日
当
時
の
技

術
常
識
（
甲
８
５
、
甲
８
６
、
甲
８
８
～
甲
９
０
、
甲
９
４
、
甲
９
５
、
甲
２
６
、
甲
２
４
、
甲
７
）
。


し
て
み
る
と
、
甲
１
発
明
に
甲

２
記
載
の
温
度
、
湿
度
、

M
R
ガ
ス
濃
度

の
（
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
）

制
御
を
組

み
合
わ
せ
る
あ
た
り
、
滅
菌
タ
ン
ク
の
庫
内
差
圧
を
陰
圧
で
一
定
に
す
る
こ
と
は
、

本
件
特
許
出
願
日
当
時
の
技
術
常
識
を
踏
ま
え
、
当
業
者
が
適
宜
な
し
得
る
事
項
に
過
ぎ
な

い
。

取
消

事
由

１
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
争
点
に
関
す
る
第
２
次
審
決
の
認
定
判
断
の
誤
り

④
阻
害
要

因
は

存
在

し
な
い


一
般
に
、
引
用
発
明
同
士
を
組
み
合
わ
せ
る
と
、
そ
の
技
術
的
な
前
提
条
件
が
破
綻
し
て
し

ま
う
、
組
み
合
わ
せ
る
と
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
デ
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
る
こ
と
が
技
術
常
識
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
、
あ
る
い
は

技
術
課
題
の
解
決
方
向
が
逆
に
な
る
と
い
う
よ
う
な
、
引
用
発

明
同
士
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
当
業
者
に
と
っ
て
想
定
さ
れ
得
な
い
と
い
う
程
度
の
も
の
で

な
け
れ
ば

、
阻
害
要
因
が
存
在
す
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
（
甲
９
２

１
３
２
～
１
３
３
頁
）
。


そ
の
よ
う
な
積
極
的
な
理
由

以
外
の
、
い
わ
ば
消
極
的
な
理
由
は
阻
害
要
因
と
は
な
り
え
な

い
。
す
な
わ
ち
、
引
用
発
明
の
適
用
が
積
極
的
に
排
除
さ
れ
、
否
定
さ
れ
、
回
避
す
べ
き
、
あ

る
い
は
適

用
が
あ
り
得
な
い
と
い
う
程
度
の
も
の
で
な
い
場
合
は
、
阻
害
要
因
が
存
在
す
る
と

ま
で
は

い
え
な
い
。


甲
１
に
も
甲
２
に
も
、
そ
の
よ
う
な
阻
害
要
因
は
存
在
し
な
い
。

取
消

事
由

１
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
争
点
に
関
す
る
第
２
次
審
決
の
認
定
判
断
の
誤
り

④
阻
害
要

因
は

存
在

し
な
い
（つ

づ
き
）


甲
２
の
請
求
項
３
に
は
「
・
・
・
前
記
室
内
の
圧
力
を
調
整
す
る
室
圧
調
整
装
置
と
を
備

え
、
・
・
・
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
室
内
の
圧
力
を
調
整
す
る
に
あ
た
り
、
必
ず
陽
圧
に
制
御
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
記
載

さ
れ
て
い
な
い
。


甲
２
の
図
２
の
例
に
お
い
て
室

内
を
陽
圧
と
し
て
い
る
の
は
、
あ
く
ま
で
、
「
発
明
を
実
施
す
る

た
め
の
最
良
の
形
態
」
の
例
、
す
な
わ
ち
「
好
ま
し
い
」
態
様
と
し
て
、
で
あ
る
と
こ
ろ
、
過
去
の

判
例
（
甲
９
６
～
甲
９
８
）
か
ら
み
て
、
先
行
技
術
文
献
に
開
示
さ
れ
た
実
施
態
様
の
う
ち
、
当

該
先
行
技
術
文
献
に
お
い
て
「
好
ま
し
い
」
等
と
し
て
推
奨
さ
れ
て
い
る
態
様
以
外
の
態
様
を

採
用
す
る
こ
と
に
阻
害
要
因

が
あ
る
と
は
い
え
な
い
。


し
た
が
っ
て
、
甲
１
発
明
に
甲
２
記
載
の
温
度
、
湿
度
、

M
R
ガ
ス
濃
度
の
（
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
）

制
御
を
組

み
合
わ
せ
る
あ
た
り
、
滅
菌
タ
ン
ク
の
庫
内
差
圧
を
陰
圧
で
一
定
に
す
る
こ
と
に
阻

害
要
因
は
存
在
し
な
い
。

取
消

事
由

１
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
争
点
に
関
す
る
第
２
次
審
決
の
認
定
判
断
の
誤
り

⑤
甲
２
は
暴
露

部
を
陰

圧
と
す
る
こ
と
を
実

質
的
に
開

示
し
て
い
る


甲
２
の
請
求
項
３
に
は
「
・
・
・
前
記
室
内
の
圧
力
を
調
整
す
る
室
圧
調
整
装
置
と
を
備

え
、
・
・
・
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
室
内
の
圧
力
を
調
整
す
る
に
あ
た
り
、
必
ず
陽
圧
に
制
御
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
記
載

さ
れ
て
い
な
い
。


大
気
圧
を
基
準
と
す
れ
ば
、
陽
圧
制
御
の
他
に
は
陰
圧
制
御
し
か
あ
り
得
な
い
こ
と
は
誰
の

目
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。


し
て
み
る
と
、
甲
２
に
は
、
文

言
と
し
て
は
明
記
が
な
い
も
の
の
、
推
奨

さ
れ
て
い
る
陽
圧
制
御

の
態
様
の

他
に
、
陰
圧
制
御
の
態
様
に
つ
い
て
も
実
質
的
に
開
示
さ
れ
て
お
り
、
当
業
者
は

こ
の
こ
と
を
甲
２
か
ら
十
分
把

握
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
甲
２
は
室
内
を
陰
圧
と
す
る
こ
と

を
実
質
的

に
開
示
し
て
い
る
。


そ
し
て
、
第
２
次
審
決
４
２
頁
２
３
～
２
５
行

に
記
載
の
と
お
り
、
当
業
者

は
、
甲
１
発
明
に
甲
２

に
開
示
さ
れ
て
い
る
構
成
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
甲
１
発
明

に
甲
２
に
実
質
的
に
開
示
さ
れ
て
い
る
陰
圧
制
御
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。

取
消

事
由

１
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
訂
正
発
明
３

訂
正
後
の

請
求

項
３
の
記

載
内

容
自
体

は
容
易

想
到
（
原
告

第
１
準
備
書
面
参
照
）

（
※

審
決
の
予

告
（
甲
７
６
）
４
０
～

４
１
頁
に
お
い
て
同

趣
旨

の
認
定
・判

断
）


訂
正
発
明
４

訂
正
後
の

請
求

項
４
の
記

載
内

容
自
体

も
容

易
想
到

（原
告

第
１
準
備
書
面
参
照
）

（
※

審
決
の
予

告
（
甲
７
６
）
４
１
頁

に
お
い
て
同

趣
旨
の

認
定
・
判
断
）


結
論
：
訂
正

発
明

２
～
４
は
容
易

想
到
で
あ
る

取
消

事
由

１
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
原
告
の
主
張

訂
正
発
明

の
課

題
は

、
短
時

間
で
効
率

的
な
核
酸

分
解
を
行
う
こ
と
（訂

正
明
細
書
【０

０
１
３
】
・
【
０
０
２
１
】等

参
照

）で
あ
る
。

し
か
し
、
訂
正

発
明

の
暴

露
部

を
陰

圧
に
制

御
す
る
態

様
で
は
、
外
部
か
ら
暴
露
部
に

汚
染
物

質
と
し
て
の
核

酸
が

混
入

す
る
リ
ス
ク
が

常
に
存

在
し
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
短
時

間
で
効

率
的

な
核
酸

分
解
を
行

う
こ
と
は

で
き
な
い
（
本
件

特
許
の
図
１
９

B・
図
１
９

C
参
照
）
。

取
消

事
由

２
・
３

本
件
特
許
の
図
１
９
Ｂ

本
件
特
許
の
図
１
９
Ｃ
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
被
告
の
主
張
①

図
１
９
Ｂ
及
び
図

１
９
Ｃ

(9
0 

m
in

)
⇒

「
何

ら
か

の
理

由
に
よ
り
測
定
が
う
ま
く
い
っ
て

い
な
い
か
或

い
は
ノ
イ
ズ
が
生

じ
て
い
る
も
の

で
あ
る
」（
被
告

準
備
書
面
２
０
頁
４
～
５

行
）

し
か
し


図
１
９
Ｂ
及
び
図

１
９
Ｃ

(9
0 

m
in

)に
関

す
る
「
何

ら
か

の
理

由
に
よ
り
測
定
が
う
ま
く
い
っ

て
い
な
い
か
或

い
は
ノ
イ
ズ
が
生

じ
て
い
る
も
の

で
あ
る
」の

主
張
の
根
拠
・
証
拠
は
示

さ
れ
て
い
な
い
。

そ
も
そ
も
、
本

件
特

許
の

訂
正

特
許

請
求

の
範
囲

及
び
訂

正
明
細
書
の
記
載
が
特
許

法
上
の
記

載
要

件
を
満

た
す
こ
と
の

立
証

責
任
は

特
許
権

者
に
あ
る
と
こ
ろ
、
被
告
は

当
該
責
任

を
果

た
し
て
い
な
い
。

取
消

事
由

２
・
３
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
被
告
の
主
張
②

「
甲
２
に
記

載
さ
れ

た
陽
圧

制
御

を
陰
圧

制
御
に
変

更
す
る
と
、
甲
２
の
被
殺
菌
空
間
１

０
０
へ
の

室
外

空
気

の
侵
入

を
防
止

で
き
な
い
こ
と
と
な
り
、
処
理
室
内
の
清
浄
度
を
維

持
す
る
と
い
う
上
記

技
術

的
意

義
が
損

な
わ

れ
て
し
ま
う
」（
被
告
準
備
書
面
１
７
頁
６
～

８
行
）


第
２
次

審
決

「
甲
２
に
記

載
さ
れ

た
陽
圧

制
御

を
陰
圧

制
御
に
変

更
す
る
と
、
甲
２
の
被
殺
菌
空
間
１

０
０
へ
の

室
外

空
気

の
侵
入

を
防
止

で
き
な
い
こ
と
と
な
り
、
処
理
室
内
の
清
浄
度
を
維

持
す
る
と
い
う
技
術

的
意

義
が

損
な
わ
れ

て
し
ま
う
」（
第

２
次
審
決
５
０
頁
２
８
～
３
０

行
）

取
消

事
由

２
・
３
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
仮
に
、
被
告
の

主
張

②
・
第
２
次

審
決

の
認
定

の
と
お
り
で
あ
れ
ば

、
訂
正
発
明
に
お
い

て
暴
露
部

を
陰

圧
に
す
る
と
、
必

ず
、
暴
露

部
に
外

界
か

ら
汚
染
物
質
（訂

正
明
細
書

【
０
０
１
４
】
等
に
記

載
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
通

常
の

環
境
中

で
も
、
細
胞
等
に
由
来
す
る

核
酸
が
空

間
に
漂

っ
て
存

在
し
て
い
る
）
が
流

入
す
る
こ
と
に
な
り
、
訂
正

発
明
は
そ
の

目
的
を
実
現

で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
⇒

サ
ポ
ー
ト
要

件
違

反
・
実
施
可
能
要
件
違
反

被
告
の
反

論
：
「
訂

正
発

明
２
は

、
・
・・
『
庫
内

空
間
』
、
す
な
わ

ち
、
チ
ャ
ン
バ
ー
の
よ
う

な
狭
い
空

間
を
想

定
し
て
い
る
た
め
、
こ
の

よ
う
な
場

合
は

陰
圧
に
し
て
も
外
気
の
侵
入

を
防
止

す
る
こ
と
が

で
き
る
。
」（
被
告

準
備
書

面
２
２
頁

２
２
～
２
５
行
）

↓
訂
正
後
の

請
求

項
２
に
は

「
庫
内

空
間
」
な
る
語

は
存
在

せ
ず
、
バ
イ
オ
ガ
ス
（Ｍ

Ｒ
ガ

ス
）
に
よ
る
処
理

を
受
け
る
空

間
に
つ
い
て
は

、
単

に
、
「暴

露
部
」、

「暴
露
空
間
」、

「
庫

内
」
等
と
記

載
さ
れ

る
に
留
ま
り
、
当

該
空

間
が
狭

い
も
の

で
あ
る
旨
の
規
定
は
一
切
存

在
し
な
い
か

ら
、
被

告
の

上
記

反
論
は

、
訂

正
発
明

２
の
内

容
に
基
づ
か
な
い
も
の
で

あ
り
、
失
当
で
あ
る
。
ま
た
、
具

体
的

に
ど
の

程
度
の

容
積
の

空
間
が
「狭

い
空
間
」
に

該
当
す
る
の

か
は

不
明

で
あ
り
、
「狭

い
空
間

」を
客

観
的
に
特

定
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
ら
、
被
告

の
上

記
反

論
は

こ
の

点
で
も
意

味
不

明
で
あ
る
。

取
消

事
由

２
・
３
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
審
決
は
違
法
と
し
て
取
り
消
さ
れ
る
べ
き


取
消
事
由

１

訂
正
発
明

２
と
甲
１
発
明

と
の

相
違

点
１
に
関

し
て
、
審
決

は
認
定
・判

断
を
誤
り
、
そ
の

結
果
、
甲
１
発
明

に
対

す
る
訂

正
発
明

２
の
進

歩
性
の

判
断
を
誤
っ
た
。
訂
正
発
明
３
・

４
も
同

様
で
あ
る
。

上
記
の
誤

り
が

審
決

の
結

論
に
影

響
す
る
こ
と
は

明
ら
か

で
あ
る
。


取
消
事
由

２
及
び
３

審
決
は
訂

正
特

許
請

求
の

範
囲

及
び
訂

正
明

細
書
に
つ
い
て
の
記
載
要
件
に
つ
い
て

の
判
断
を
も
誤
っ
た
。

上
記
の
誤

り
が

審
決

の
結

論
に
影

響
す
る
こ
と
は

明
ら
か

で
あ
る
。
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